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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

※ ＤI値と景気の概況

81

43

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２８年 ５月 分 ）

建　　　設 23
18
24

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２８年５月２４日　～　平成２８年６月９日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
52.3%
54.5%

回答数
51.9%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

58.1%

▲25＞DI

36 15 41.7%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１２月 ▲ 28.7 ▲ 12.5 ▲ 41.1 ▲ 44.0 ▲ 14.2
１月 ▲ 29.7 ▲ 12.5 ▲ 38.8 ▲ 53.5 ±0.0
２月 ▲ 26.3 ▲ 13.6 ▲ 50.0 ▲ 40.0 △ 7.6
３月 ▲ 25.6 ▲ 4.7 ▲ 44.4 ▲ 34.6 ▲ 15.3
４月 ▲ 26.4 △ 5.8 ▲ 37.5 ▲ 54.1 ±0.0
５月 ▲ 33.3 ±0.0 ▲ 61.1 ▲ 60.0 ▲ 6.6

見通し ▲ 16.0 ▲ 4.3 ▲ 5.5 ▲ 40.0 ▲ 6.6
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「昨年末から続いている受注の冷え込みが継続している。機械加工業者からの新規売り込みも多く、弊社だけでなく全
体的に仕事量が減少しているようである。」（その他の機械・同部品製造業）、「仕事量の先行き見通しがだんだん短くなってきてい
る。材料の価格は落ち着く。」（電気工事業）「今後の見通しは不安定で元気ありません。」（不動産管理業）などのコメントが寄せられ
た。

【卸小売業】からは、「衣料品はほぼ前年並みに推移している。特に紳士衣料は好調。」（その他の各種商品小売業）、「柏駅東口は
大型店のオープンが続き、周辺も売上につながった。この流れを続けるためには、全体の協力・共同の盛り上げが必要。」（その他
の各種商品小売業）、「今年の上半期内に流山市内と柏市内に出店してきた大型店の影響で、大変な１年になりそうである。他店と
の違い、レベルのアップ等長期的に自らも変革していかないと大変なことになりそうだと感じている。」（各種食料品小売業）、「ランチ
パスポートが好調で、売上が昨年より増加した。」（菓子・パン小売業）、「青果物の産地情報では、高温と雨の影響や干ばつ等の状
況で入荷減少し、一部高値となっている品目もありますが、総体的には、野菜の主要品目にばらつきがあり、やや減少の動きをして
います。果実も同様に入荷減、単価高の取引となっています。今後梅雨の季節に入りますが、不安定な天候から作付けの情報を取
り、安定供給に努力したい。」（食料・飲料卸売業）、などのコメントが寄せられた。

各業種より、「4月末に大型SC、駅前にスーパーがOPENした事で、食品中心に客数が減少した。5月度も客の流れが変わり、食品は
約15％～20％の客離れが発生した。」（その他の各種商品小売業）、「先月に引き続き大型SC開業の影響により、入館者数・売上と
もに前年を下回って推移。免税売上も下降傾向。」（その他の各種商品小売業）、「流山に隣接する北西部に新規オープンした２件の
スーパーとホームセンターが好調の様子。駐車場も広く店舗も洗練されていて競合店を上回っている。また、北部にオープンした
スーパーも大勢の来店があり、このため既存の競合店の客足が落ちている。」（その他の飲食料品小売業）などのコメントが寄せら
れた。

◎先行き不安（受注減少）

◎競争激化（出店ラッシュ）

【サービス業】からは、「契約数、量ともに微増ですが増えています。建築費は少し上昇しています。土地の値段は変わらず安定して
います。」（不動産管理業）、「会員割引を通年実施しているので売上は伸びているが利益が大幅に落ち込んでいる。また、人手不足
から４月より給与アップした人件費もマイナス要因である。」（その他の飲食料品小売業）、「近年空き家問題が社会問題になってい
ますが、賃貸でも高齢者の一人住まいが増えてきている。買物弱者や孤独死を出さないよう行政と管理会社との日頃の情報共有や
連携強化が必要であると感じている。」（不動産賃貸・管理業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「熊本地震により、耐震補強への関心が高まっている。」（一般土木建築工事業）、「熊本地震の影響で水の納品制限が
あったが、今は正常になった。」（その他の各種商品小売業）、「当店の一般家庭用の畳表は熊本県産がほとんどなので、お客様が
応援の気持ちで注文してくださるからか、売上が増加した。八代のいぐさ農家さんは無事植え付けが出来ているので、今年の畳表の
仕入れは問題ない。」（内装工事業）などのコメントが寄せられた。

◎熊本地震

【製造業】からは、「円高により輸出に大きな影響が出ている。」（織物業）、、「4月29日～5月8日　得意先の休日が長かった影響で受
注額が低調だった。中国関連の企業の売上減少が大きい。」（その他の金属製品製造業）、「自社の5月、6月の売上高は減となる傾
向がある。資金繰り的には予断は許されない。5月末日までの支払い消費税は重い。」（印刷業）、「採算割れの加工品あれど、値下
げ交渉まで至らず。」（一般産業用機械・装置製造業）などのコメントが寄せられた。

【平成２８年５月の調査結果のポイント】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３３．３(前月水準▲２６．４）となり、マイナス
幅が６．９ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小した業種は、建設業±０．０（同△５．８）である。プラスか
らマイナスに転じた業種は、サービス業▲６．６（同±０）である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい
順に、製造業▲６１．１（同▲３７．５）、卸小売業▲６０．０（同▲５４．１）である。

○

≪業況ＤＩはマイナス幅が拡大。先行きはやや好転も慎重な見方崩れず≫

【建設業】からは、「専門工事業のため、いわゆるアベノミクスや復興による受注は見込めない。さらに少子化、経済状況とも負の影
響を受ける。今後の展開を変えざるをえない時期に来ていると思う。今年はどう生き延びるかを真剣に模索し、行動する年であると
考えています。」（石工れんがタイルブロック工事業）、「施工単価が下がっている。オリンピック関係の工事見積もりも出ているがか
なり厳しい施工単価となっている。各提出書類も内容が細分化・複雑化し、事務処理をする人手が足りず忙しい毎日となっている。
売上は前年度を維持できそうだが、事務処理等の設備投資も必要となり、採算が合わない業況となりそう。」などのコメントが寄せら
れた。
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平成27年 平成28年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 28.7 ▲ 29.7 ▲ 26.3 ▲ 25.6 ▲ 26.4 ▲ 33.3 ▲ 16.0 ( ▲ 20.5 )

建　　　 設 ▲ 12.5 ▲ 12.5 ▲ 13.6 ▲ 4.7 △ 5.8 ±0.0 ▲ 4.3 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 41.1 ▲ 38.8 ▲ 50.0 ▲ 44.4 ▲ 37.5 ▲ 61.1 ▲ 5.5 ( ▲ 18.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 44.0 ▲ 53.5 ▲ 40.0 ▲ 34.6 ▲ 54.1 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ( ▲ 41.6 )

サ ー ビ ス ▲ 14.2 ±0.0 △ 7.6 ▲ 15.3 ±0.0 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ( ▲ 9.0 )

平成２８年５月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【平成２８年５月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１６．０（前月水準▲２０．
５）となり、マイナス幅が４．５ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造
業▲５．５（同▲１８．７）、サービス業▲６．６（同▲９．０）、卸小売業▲４０．０（同▲４１．６）である。
プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、建設業▲４．３（同±０．０）である。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小した業種は、建設業±０．０（同△５．８）である。
プラスからマイナスに転じた業種は、サービス業▲６．６（同±０）である。マイナス幅が拡大した業
種は、幅の大きい順に、製造業▲６１．１（同▲３７．５）、卸小売業▲６０．０（同▲５４．１）である。

○

○

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３３．３(前月水準▲２６．４）となり、
マイナス幅が６．９ポイント拡大した。

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２８年５月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年５月の業況

５月

3



○

平成27年 平成28年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 18.7 ▲ 29.7 ▲ 14.4 ▲ 14.1 ▲ 20.5 ▲ 27.1 △ 3.7 ( ▲ 13.2 )

建　　　 設 ▲ 8.3 ▲ 8.3 ▲ 9.0 △ 14.2 ±0.0 ▲ 4.3 △ 17.3 ( △ 11.7 )

製　　　 造 ▲ 35.2 ▲ 38.8 ▲ 37.5 ▲ 38.8 ▲ 43.7 ▲ 72.2 △ 16.6 ( ▲ 18.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 40.0 ▲ 53.5 ▲ 24.0 ▲ 34.6 ▲ 33.3 ▲ 44.0 ▲ 28.0 ( ▲ 29.1 )

サ ー ビ ス △ 21.4 ▲ 7.1 △ 23.0 △ 15.3 △ 9.0 △ 20.0 △ 20.0 ( ▲ 9.0 )

先行き見通し

　　平成２８年５月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△２０．０（同△９．０）で
ある。プラスからマイナスに転じた業種は、建設業▲４．３（同±０．０）である。マイナス幅が拡大し
た業種は、幅の大きい順に製造業▲７２．２（同▲４３．７）、卸小売業▲４４．０（同▲３３．３）であ
り、特に製造業は▲２８．５ポイントと大幅に悪化した。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、△３．７（前月水準▲１３．２）
となり、マイナスからプラスに転じる見通しである。

○

【平成２８年５月の売上についての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２７．１（同▲２０．５）であり、マイナ
ス幅が６．６ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、建設業△１７．３（同△１１．
７）である。マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業△１６．６（同▲１
８．７）、サービス業△２０．０（同▲９．０）である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業
▲２８．０（同▲２９．１）である。

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年５月の売上

５月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

△ 25.0

△ 35.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２８年５月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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平成27年 平成28年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 32.5 ▲ 33.3 ▲ 21.0 ▲ 20.5 ▲ 22.0 ▲ 27.1 ▲ 13.5 ( ▲ 27.9 )

建　　　 設 ▲ 20.8 ▲ 16.6 ▲ 9.0 △ 4.7 ±0.0 ▲ 13.0 ▲ 8.6 ( ▲ 5.8 )

製　　　 造 ▲ 41.1 ▲ 38.8 ▲ 18.7 ▲ 50.0 ▲ 18.7 ▲ 44.4 ▲ 5.5 ( ▲ 43.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 44.0 ▲ 53.5 ▲ 48.0 ▲ 34.6 ▲ 50.0 ▲ 44.0 ▲ 36.0 ( ▲ 45.8 )

サ ー ビ ス ▲ 21.4 ▲ 14.2 △ 7.6 △ 7.6 ±0.0 ±0.0 △ 6.6 ( ±0.0 )

【平成２８年５月の採算についての状況】

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２７．１（前月水準▲２２．０）となり、
マイナス幅が５．１ポイント拡大した。

業種別では、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲４４．０（同▲５０．０）である。変らない業種
は、サービス業±０（同±０）である。プラスからマイナスに転じた業種は、建設業▲１３．０（同±０）
である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲４４．４（同▲１８．７）であり、▲２５．７ポイントと大
幅に悪化した。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１３．５（前月水準▲２７．
９）であり、マイナス幅が１４．４ポイント縮小する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△６．６（同±
０）である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲５．５（同▲４３．
７）、卸小売業▲３６．０（同▲４５．８）であり、特に製造業では△３８．２ポイントと大幅に改善する見
通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、建設業▲８．６（同▲５．８）である。

先行き見通し

　　平成２８年５月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年５月の採算

５月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２８年５月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス

5



○

平成27年 平成28年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 26.2 ▲ 17.8 ▲ 18.4 ▲ 16.6 ▲ 26.4 ▲ 22.2 ▲ 19.7 ( ▲ 17.6 )

建　　　 設 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ▲ 18.1 ▲ 14.2 ▲ 23.5 ▲ 21.7 ▲ 13.0 ( ▲ 11.7 )

製　　　 造 △ 5.8 ▲ 16.6 ±0.0 ±0.0 ▲ 31.2 ▲ 22.2 ▲ 16.6 ( ▲ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 52.0 ▲ 17.8 ▲ 32.0 ▲ 26.9 ▲ 25.0 ▲ 28.0 ▲ 24.0 ( ▲ 20.8 )

サ ー ビ ス ▲ 35.7 ▲ 21.4 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ▲ 27.2 ▲ 13.3 ▲ 26.6 ( ▲ 27.2 )

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１９．７（前月水準▲１７．
６）となり、マイナス幅が２．１ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業▲２６．６（同
▲２７．２）である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲１６．６（同▲
１２．５）、卸小売業▲２４．０（同▲２０．８）、建設業▲１３．０（同▲１１．７）である。

先行き見通し

【平成２８年５月の仕入単価についての状況】

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．２（前月水準▲２６．４）となり、
マイナス幅が４．２ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１
３．３（同▲２７．２）、製造業▲２２．２（同▲３１．２）、建設業▲２１．７（同▲２３．５）である。マイナス
幅が拡大した業種は、卸小売業▲２８．０（同▲２５．０）である。

　　平成２８年５月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２８年５月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年５月の仕入単価

５月
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○

平成27年 平成28年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 △ 8.7 △ 9.5 △ 15.7 △ 15.3 △ 7.3 △ 4.9 △ 6.1 ( △ 13.2 )

建　　　 設 △ 8.3 △ 12.5 △ 13.6 ±0.0 △ 11.7 △ 8.6 △ 4.3 ( △ 23.5 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 16.6 ±0.0 △ 5.5 ▲ 12.5 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ( ▲ 6.2 )

卸 ・ 小売 △ 12.0 △ 17.8 △ 20.0 △ 26.9 △ 16.6 △ 8.0 △ 12.0 ( △ 20.8 )

サ ー ビ ス △ 14.2 △ 21.4 △ 30.7 △ 30.7 △ 9.0 △ 13.3 △ 20.0 ( △ 9.0 )

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、△６．１（前月水準△１３．２）
であり、プラス幅が７．１ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△２０．０（同△
９．０）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業△４．３（同△２３．
５）、卸小売業△１２．０（同△２０．８）である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲１
１．１（同▲６．２）である。

　　平成２８年５月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△４．９（前月水準△７．３）となり、プラ
ス幅が２．４ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△１３．３（同△９．０）で
ある。
マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲１１．１（同▲１２．５）である。
プラス幅が縮小した業種は、幅が大きい順に、卸小売業△８．０（同△１６．６）、建設業△８．６（同
△１１．７）である。

【平成２８年５月の従業員についての状況】

○

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年５月の従業員

５月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２８年５月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成27年 平成28年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 16.2 ▲ 14.2 ▲ 11.8 ▲ 1.2 ▲ 7.3 ▲ 16.0 ▲ 9.8 ( ▲ 8.8 )

建　　　 設 ±0.0 ±0.0 ▲ 9.0 △ 4.7 △ 5.8 △ 8.6 △ 8.6 ( △ 17.6 )

製　　　 造 ▲ 29.4 ▲ 38.8 ▲ 25.0 ▲ 5.5 ▲ 18.7 ▲ 38.8 ▲ 16.6 ( ▲ 25.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 32.0 ▲ 17.8 ▲ 16.0 ▲ 11.5 ▲ 16.6 ▲ 24.0 ▲ 28.0 ( ▲ 25.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 ±0.0 △ 7.6 △ 15.3 △ 9.0 ▲ 13.3 ±0.0 ( △ 9.0 )

先行き見通し

平成２８年５月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２８年５月の資金繰りについての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．０（前月水準▲７．３）となり、マ
イナス幅が８．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、建設業△８．６（同△５．８）である。
プラスからマイナスに転じた業種は、サービス業▲１３．３（同△９．０）である。マイナス幅が拡大し
た業種は、幅の大きい順に、製造業▲３８．８（同▲１８．７）、卸小売業▲２４．０（同▲１６．６）であ
り、特に製造業では▲２０．１ポイントと大幅に悪化した。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲９．８（前月水準▲８．８）と
なり、マイナス幅が１．０ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業▲１６．６（同▲２
５．０）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、建設業△８．６（同△１７．６）、サービス業±
０．０（同△９．０）である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲２８．０（同▲２５．０）
である。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２８年５月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年５月の資金繰り

５月

8



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 27.1 △ 3.7 ▲ 27.1 ▲ 13.5 ▲ 22.2 ▲ 19.7 △ 4.9 △ 6.1
建　　　設 ▲ 4.3 △ 17.3 ▲ 13.0 ▲ 8.6 ▲ 21.7 ▲ 13.0 △ 8.6 △ 4.3
製　　　造 ▲ 72.2 △ 16.6 ▲ 44.4 ▲ 5.5 ▲ 22.2 ▲ 16.6 ▲ 11.1 ▲ 11.1
卸 ・小売 ▲ 44.0 ▲ 28.0 ▲ 44.0 ▲ 36.0 ▲ 28.0 ▲ 24.0 △ 8.0 △ 12.0
サービス △ 20.0 △ 20.0 ±0.0 △ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 26.6 △ 13.3 △ 20.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 33.3 ▲ 16.0 ▲ 16.0 ▲ 9.8
建　　　設 ±0.0 ▲ 4.3 △ 8.6 △ 8.6
製　　　造 ▲ 61.1 ▲ 5.5 ▲ 38.8 ▲ 16.6
卸 ・小売 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 24.0 ▲ 28.0
サービス ▲ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２８年４月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

熊本地震により、耐震補強への関心が高まっている。
熊本地震
耐震補強

工事需要高まる
一般土木建築工事業

専門工事業のため、いわゆるアベノミクスや復興による受注は見込めない。さら
に少子化、経済状況とも負の影響を受ける。今後の展開を変えざるをえない時期
に来ていると思う。今年はどう生き延びるかを真剣に模索し、行動する年であると
考えています。

アベノミクス
復興需要
少子化
先行き不安

石工れんがタイルブロック工事業

仕事量の先行き見通しがだんだん短くなってきている。材料の価格は落ち着く。 先行き不安
仕入単価安定

電気工事業

施工単価が下がっている。オリンピック関係の工事見積もりも出ているがかなり
厳しい施工単価となっている。各提出書類も内容が細分化・複雑化し、事務処理
をする人手が足りず忙しい毎日となっている。売上は前年度を維持できそうだ
が、事務処理等の設備投資も必要となり、採算が合わない業況となりそう。

施工単価下落
人手不足

設備投資先行き不安
その他の職別工事業

当店の一般家庭用の畳表は熊本県産がほとんどなので、お客様が応援の気持
ちで注文してくださるからか、売上が増加した。八代のいぐさ農家さんは無事植え
付けが出来ているので、今年の畳表の仕入れは問題ない。

熊本地震
売り上げ増加

内装工事業

サミットの経済効果が柏までやって来る事を期待します。 サミット
経済効果

印刷業

円高により輸出に大きな影響が出ている。 円高 織物業

昨年末から続いている受注の冷え込みが継続している。機械加工業者からの新
規売り込みも多く、弊社だけでなく全体的に仕事量が減少しているようである。 受注減少 その他の機械・同部品製造業

4月29日～5月8日　得意先の休日が長かった影響で受注額が低調だった。中国
関連の企業の売上減少が大きい。

ゴールデンウイーク
受注減少

その他の金属製品製造業

自社の5月、6月の売上高は減となる傾向がある。資金繰り的には予断は許され
ない。5月末日までの支払い消費税は重い。

資金繰り
消費税

印刷業

採算割れの加工品あれど、値下げ交渉まで至らず。 採算割れ 一般産業用機械・装置製造業

4月末に大型SC、駅前にスーパーがOPENした事で、食品中心に客数が減少し
た。5月度も客の流れが変わり、食品は約15％～20％の客離れが発生した。衣
料品はほぼ前年並みに推移している。特に紳士衣料は好調。熊本地震の影響で
水の納品制限があったが、今は正常になった。

競争激化
競合店出店

売上減少（食料品）
熊本地震

その他の各種商品小売業

先月に引き続き大型SC開業の影響により、入館者数・売上ともに前年を下回っ
て推移。免税売上も下降傾向。

競争激化
競合店出店
売上減少
インバウンド

その他の各種商品小売業

柏駅東口は大型店のオープンが続き、周辺も売上につながった。この流れを続
けるためには、全体の協力・共同の盛り上げが必要。

競争激化
競合店出店

その他の各種商品小売業

今年の上半期内に流山市内と柏市内に出店してきた大型店の影響で、大変な１
年になりそうである。他店との違い、レベルのアップ等長期的に自らも変革してい
かないと大変なことになりそうだと感じている。 競争激化

競合店出店
出店ラッシュ

各種食料品小売業

ランチパスポートが好調で、売上が昨年より増加した。 売り上げ増加
クーポン（ランチパスポート）

菓子・パン小売業

青果物の産地情報では、高温と雨の影響や干ばつ等の状況で入荷減少し、一部
高値となっている品目もありますが、総体的には、野菜の主要品目にばらつきが
あり、やや減少の動きをしています。果実も同様に入荷減、単価高の取引となっ
ています。今後梅雨の季節に入りますが、不安定な天候から作付けの情報を取
り、安定供給に努力したい。

天候不順
仕入単価高騰

出荷減少（野菜・果実）
食料・飲料卸売業

契約数、量ともに微増ですが増えています。建築費は少し上昇しています。土地
の値段は変わらず安定しています。今後の見通しは不安定で元気ありません。

受注増加
仕入単価高騰
先行き不安

不動産管理業

流山に隣接する北西部に新規オープンした２件のスーパーとホームセンターが
好調の様子。駐車場も広く店舗も洗練されていて競合店を上回っている。また、
北部にオープンしたスーパーも大勢の来店があり、このため既存の競合店の客
足が落ちている。会員割引を通年実施しているので売上は伸びているが利益が
大幅に落ち込んでいる。また、人手不足から４月より給与アップした人件費もマイ
ナス要因である。

競争激化
出店ラッシュ
競合店出店

売り上げ増加（利幅減少）
人件費高騰
人手不足

その他の飲食料品小売業

近年空き家問題が社会問題になっていますが、賃貸でも高齢者の一人住まいが
増えてきている。買物弱者や孤独死を出さないよう行政と管理会社との日頃の情
報共有や連携強化が必要であると感じている。

空き家問題
高齢化
買物弱者
行政との連携

不動産賃貸・管理業

製造業

建設

サービス業

卸小売
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各業種より、「熊本地震により、耐震補強への関心が高まっている。」（一
般土木建築工事業）、「熊本地震の影響で水の納品制限があったが、今
は正常になった。」（その他の各種商品小売業）、「当店の一般家庭用の
畳表は熊本県産がほとんどなので、お客様が応援の気持ちで注文してく
ださるからか、売上が増加した。八代のいぐさ農家さんは無事植え付け
が出来ているので、今年の畳表の仕入れは問題ない。」（内装工事業）な
どのコメントが寄せられた。

各業種より、「昨年末から続いている受注の冷え込みが継続している。
機械加工業者からの新規売り込みも多く、弊社だけでなく全体的に仕事
量が減少しているようである。」（その他の機械・同部品製造業）、「仕事
量の先行き見通しがだんだん短くなってきている。材料の価格は落ち着
く。」（電気工事業）「今後の見通しは不安定で元気ありません。」（不動産
管理業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「4月末に大型SC、駅前にスーパーがOPENした事で、食品
中心に客数が減少した。5月度も客の流れが変わり、食品は約15％～
20％の客離れが発生した。」（その他の各種商品小売業）、「先月に引き
続き大型SC開業の影響により、入館者数・売上ともに前年を下回って推
移。免税売上も下降傾向。」（その他の各種商品小売業）、「流山に隣接
する北西部に新規オープンした２件のスーパーとホームセンターが好調
の様子。駐車場も広く店舗も洗練されていて競合店を上回っている。ま
た、北部にオープンしたスーパーも大勢の来店があり、このため既存の
競合店の客足が落ちている。」（その他の飲食料品小売業）などのコメン
トが寄せられた。

◎競争激化（出店ラッシュ）

◎先行き不安（受注減少）

◎熊本地震
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【従業員ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が△４．９に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△１４．１
で柏の方がプラス幅が９．２ポイント小さい。業種別では、全ての業種で「柏
の景気」方が悪く、製造業、卸小売業では１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１６．０に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１２．
５で柏の方がマイナス幅が３．５ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、両業種ともに１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、製造
業では１０ポイント以上悪い。

【採算ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２７．１に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１９．
０で柏の方がマイナス幅が８．１イント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業、サービス業であり、サービス業は１０ポイント以
上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、両業種
ともに１０ポイント以上悪い。

【仕入単価ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２２．２に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２２．
４で柏の方がマイナス幅が０．２ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は、建設業、製造業、卸小売業である。

平成２８年５月ＣＣＩ-ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲３３．３に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲２２．
８で柏の方がマイナス幅が１０．５ポイント大きい。業種別では、「柏の景
気」の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、両業種ともに１０ポイ
ント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、
両業種ともに１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２７．１に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１７．
６で柏の方がマイナス幅が９．５ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、両業種ともに１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、製造
業では１０ポイント以上悪い。

13



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 33.3 ±0.0 ▲ 61.1 ▲ 60.0 ▲ 6.6

▲ 22.8 ▲ 21.0 ▲ 13.2 ▲ 36.2 ▲ 20.4

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 27.1 ▲ 4.3 ▲ 72.2 ▲ 44.0 △ 20.0

▲ 17.6 ▲ 17.7 ▲ 5.1 ▲ 35.9 ▲ 14.4

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 27.1 ▲ 13.0 ▲ 44.4 ▲ 44.0 ±0.0

▲ 19.0 ▲ 17.3 ▲ 11.4 ▲ 31.5 ▲ 20.2

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.2 ▲ 21.7 ▲ 22.2 ▲ 28.0 ▲ 13.3

▲ 22.4 ▲ 20.1 ▲ 12.5 ▲ 27.1 ▲ 29.6

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 4.9 △ 8.6 ▲ 11.1 △ 8.0 △ 13.3

△ 14.1 △ 14.3 △ 4.1 △ 18.8 △ 22.6

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.0 △ 8.6 ▲ 38.8 ▲ 24.0 ▲ 13.3

▲ 12.5 ▲ 8.3 ▲ 7.1 ▲ 23.1 ▲ 12.5

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

平成２８年５月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI-LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



調査期間 : 平成28年5月21日～6月9日

調査対象：柏市内１５６事業所及び組合に

ヒアリング、回答数８１件

柏 の 景 気 情 報
（５月の調査結果のポイント）

柏

市

の

業

況

業
況
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が

拡
大
。
先
行
き
は
や
や
好
転
も
慎

重
な
見
方
崩
れ
ず
。

５
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ

値(

前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以
下

同
じ)
は
、
▲
３
３
．
３(

前
月
水

準
▲
２
６
．
４
）
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
幅
が
６
．
９
ポ
イ
ン
ト
拡
大

し
た
。
業
種
別
で
は
、
前
月
水
準

と
比
べ
て
、
プ
ラ
ス
幅
が
縮
小
し

た
業
種
は
、
建
設
業
±
０
．
０
（
同

△
５
．
８
）
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
か

ら
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
業
種
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
▲
６
．
６
（
同
±
０
）

で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し

た
業
種
は
、
幅
の
大
き
い
順
に
、

製
造
業
▲
６
１
．
１
（
同
▲
３
７
．

５
）、
卸
小
売
業
▲
６
０
．
０
（
同

▲
５
４
．
１
）
で
あ
る
。

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
専
門
工

事
業
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
や
復
興
に
よ
る
受
注
は

見
込
め
な
い
。
さ
ら
に
少
子
化
、

経
済
状
況
と
も
負
の
影
響
を
受

け
る
。
今
後
の
展
開
を
変
え
ざ
る

を
え
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
。
今
年
は
ど
う
生
き
延
び
る

か
を
真
剣
に
模
索
し
、
行
動
す
る

年
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

（
石
工
れ
ん
が
タ
イ
ル
ブ
ロ
ッ

ク
工
事
業
）
、
「
施
工
単
価
が
下

が
っ
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

係
の
工
事
見
積
も
り
も
出
て
い

る
が
か
な
り
厳
し
い
施
工
単
価

と
な
っ
て
い
る
。
各
提
出
書
類
も

内
容
が
細
分
化
・
複
雑
化
し
、
事

務
処
理
を
す
る
人
手
が
足
り
ず

忙
し
い
毎
日
と
な
っ
て
い
る
。
売

上
は
前
年
度
を
維
持
で
き
そ
う

だ
が
、
事
務
処
理
等
の
設
備
投
資

も
必
要
と
な
り
、
採
算
が
合
わ
な

い
業
況
と
な
り
そ
う
。」
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
円
高
に

よ
り
輸
出
に
大
き
な
影
響
が
出

て
い
る
。
」
（
織
物
業
）
、
「
４
月

２
９
日
〜
５
月
８
日
と
得
意
先

の
休
日
が
長
か
っ
た
影
響
で
受

注
額
が
低
調
だ
っ
た
。
中
国
関
連

の
企
業
の
売
上
減
少
が
大
き

い
。
」
（
そ
の
他
の
金
属
製
品
製

造
業
）、「
自
社
の
５
、
６
月
の
売

上
高
は
減
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

資
金
繰
り
的
に
は
予
断
は
許
さ

れ
な
い
。
５
月
末
日
ま
で
の
支
払

い
消
費
税
は
重
い
。
」
（
印
刷

業
）、「
採
算
割
れ
の
加
工
品
あ
れ

ど
、
値
下
げ
交
渉
ま
で
至
ら
ず
。」

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造

業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
衣
料
品

は
ほ
ぼ
前
年
並
み
に
推
移
し
て
い

る
。
特
に
紳
士
衣
料
は
好
調
。
」

（
そ
の
他
の
各
種
商
品
小
売
業
）、

「
柏
駅
東
口
は
大
型
店
の
オ
ー
プ

ン
が
続
き
、
周
辺
も
売
上
に
つ
な

が
っ
た
。
こ
の
流
れ
を
続
け
る
た

め
に
は
、
全
体
の
協
力
・
共
同
の

盛
り
上
げ
が
必
要
。」（
そ
の
他
の

各
種
商
品
小
売
業
）、「
今
年
の
上

半
期
内
に
流
山
市
内
と
柏
市
内
に

出
店
し
て
き
た
大
型
店
の
影
響

で
、
大
変
な
１
年
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。
他
店
と
の
違
い
、
レ
ベ
ル

の
ア
ッ
プ
等
長
期
的
に
自
ら
も
変

革
し
て
い
か
な
い
と
大
変
な
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
と
感
じ
て
い
る
。」

（
各
種
食
料
品
小
売
業
）、「
ラ
ン

チ
パ
ス
ポ
ー
ト
が
好
調
で
、
売
上

が
昨
年
よ
り
増
加
し
た
。
」
（
菓

子
・
パ
ン
小
売
業
）、「
青
果
物
の

産
地
情
報
で
は
、
高
温
と
雨
の
影

響
や
干
ば
つ
等
の
状
況
で
入
荷
減

少
し
、
一
部
高
値
と
な
っ
て
い
る
。

果
実
も
同
様
に
入
荷
減
、
単
価
高

の
取
引
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

梅
雨
の
季
節
に
入
り
ま
す
が
、
不

安
定
な
天
候
か
ら
作
付
け
の
情
報

を
取
り
、
安
定
供
給
に
努
力
し
た

い
。」（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
）、
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
契
約

数
、
量
と
も
に
微
増
。
建
築
費
は

少
し
上
昇
。
土
地
の
値
段
は
変
わ

ら
ず
安
定
。」（
不
動
産
管
理

業
）、「
会
員
割
引
を
通
年
実
施

し
て
い
る
の
で
、
売
上
は
伸
び
て

い
る
が
、
利
益
が
大
幅
に
落
ち
込

ん
で
い
る
。
ま
た
、
人
手
不
足
か

ら
４
月
よ
り
給
与
ア
ッ
プ
し
た

人
件
費
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ

る
。」(

そ
の
他
の
飲
食
料
品
小
売

業
）、「
賃
貸
物
件
の
高
齢
者
の

一
人
住
ま
い
が
増
え
て
き
て
い

る
。
買
物
弱
者
や
孤
独
死
を
出
さ

な
い
よ
う
行
政
と
管
理
会
社
と

の
日
頃
の
情
報
共
有
や
連
携
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。」（
不
動
産
賃
貸
・
管
理
業
）

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。５

月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド

◎
熊
本
地
震

各
業
種
よ
り
、「
熊
本
地
震
に

よ
り
、
耐
震
補
強
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
」
（
一
般
土
木
建

築
工
事
業
）
、
「
熊
本
地
震
の
影

響
で
水
の
納
品
制
限
が
あ
っ
た

が
、
今
は
正
常
に
な
っ
た
。」（
そ

の
他
の
各
種
商
品
小
売
業
）
、

「
当
店
の
一
般
家
庭
用
の
畳
表

は
熊
本
県
産
が
殆
ど
な
の
で
、
お

客
様
が
応
援
の
気
持
ち
で
注
文

し
て
下
さ
る
か
ら
か
、
売
上
が
増

加
。
い
ぐ
さ
農
家
は
無
事
植
え
付

け
が
出
来
て
い
る
の
で
、
今
年
の

畳
表
の
仕
入
は
問
題
な
い
。
」

（
内
装
工
事
業
）
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◎
先
行
き
不
安(

受
注
減
少) 

各
業
種
よ
り
、「
昨
年
末
か
ら

続
い
て
い
る
受
注
の
冷
え
込
み
が

継
続
し
て
い
る
。弊
社
だ
け
で
な
く

全
体
的
に
仕
事
量
が
減
少
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。」
（
そ
の
他
の
機

械
・
同
部
品
製
造
業
）、「
仕
事
量
の

先
行
き
見
通
し
が
だ
ん
だ
ん
短
く

な
っ
て
き
て
い
る
。材
料
の
価
格
は

落
ち
着
く
。」（
電
気
工
事
業
）「
今

後
の
見
通
し
は
不
安
定
で
元
気
あ

り
ま
せ
ん
。」（
不
動
産
管
理
業
）な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◎
出
店
ラ
ッ
シ
ュ(

競
争
激
化) 

各
業
種
よ
り
、「
４
月
末
に
大
型

Ｓ
Ｃ
、柏
駅
前
に
ス
ー
パ
ー
が
開
店

し
た
事
で
、食
品
中
心
に
客
数
が
減

少
し
た
。５
月
度
も
客
の
流
れ
が
変

わ
り
、食
品
は
約
１
５
％
〜
２
０
％

の
客
離
れ
が
発
生
し
た
。」
（
そ
の

他
の
各
種
商
品
小
売
業
）、
「
先
月

に
引
き
続
き
大
型
Ｓ
Ｃ
開
業
の
影

響
に
よ
り
、
入
館
者
数
・
売
上
と
も

に
前
年
を
下
回
っ
て
推
移
。免
税
売

上
も
下
降
傾
向
。」
（
そ
の
他
の
各

種
商
品
小
売
業
）、
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
と
の
比
較

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」

が
▲
３
３
．
３
に
対
し
、「
Ｃ
Ｃ
Ｉ

‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
が
▲
２
２
．
８
で
柏

の
方
が
マ
イ
ナ
ス
幅
が
１
０
．５
ポ

イ
ン
ト
大
き
い
。
業
種
別
で
は
、

「
柏
の
景
気
」
の
方
が
良
い
業
種

は
、建
設
業
、サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、

両
業
種
と
も
に
１
０
ポ
イ
ン
ト
以

上
良
い
。「
柏
の
景
気
」
の
方
が
悪

い
業
種
は
、
製
造
業
、
卸
小
売
業
で

あ
り
、両
業
種
と
も
に
１
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
悪
い
。

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ

全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

１２月 ▲ 28.7 ▲ 12.5 ▲ 41.1 ▲ 44.0 ▲ 14.2 

１月 ▲ 29.7 ▲ 12.5 ▲ 38.8 ▲ 53.5 ± 0.0 

２月 ▲ 26.3 ▲ 13.6 ▲ 50.0 ▲ 40.0 △  7.6 

３月 ▲ 25.6 ▲  4.7 ▲ 44.4 ▲ 34.6 ▲ 15.3 

４月 ▲ 26.4 △  5.8 ▲ 37.5 ▲ 54.1 ±0.0 

５月 ▲ 33.3 ±0.0 ▲ 61.1 ▲ 60.0 ▲  6.6 

見通し ▲ 16.0 ▲  4.3 ▲  5.5 ▲ 40.0 ▲  6.6 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ



全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ

１２月 ▲ 17.2 ▲ 15.4 ▲ 15.5 ▲ 17.2 ▲ 30.8 ▲ 7.7 

１月 ▲ 19.4 ▲ 17.4 ▲ 16.4 ▲ 18.2 ▲ 31.3 ▲ 13.6 

２月 ▲ 22.8 ▲ 18.2 ▲ 23.8 ▲ 19.7 ▲ 34.0 ▲ 15.5 

３月 ▲ 23.6 ▲ 17.8 ▲ 18.4 ▲ 25.9 ▲ 41.8 ▲ 14.6 

４月 ▲ 21.0 ▲ 18.8 ▲ 16.2 ▲ 31.3 ▲ 32.0 ▲ 12.7 

５月 ▲ 22.8 ▲ 21.0 ▲ 13.2 ▲ 25.1 ▲ 36.2 ▲ 20.4 

見通し ▲ 23.8 ▲ 19.8 ▲ 14.0 ▲ 31.8 ▲ 34.8 ▲ 22.7 

調査期間：平成28年5月17日～23日

調査対象：全国の423商工会議所が2949企業

     にヒアリング調査を実施

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（５月速報）

全

国

の

業

況

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
横
ば
い
圏
内
の

動
き
。
熊
本
地
震
の
影
響
も
あ
り
、

慎
重
な
見
方
が
拡
が
る

５
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２
２
．
８
と
、
前
月

か
ら
▲
１
．
８
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。
熊
本
地
震
の
影
響
が
大
き

く
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
観

光
需
要
の
落
ち
込
み
を
は
じ
め
、

小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業

な
ど
広
く
業
況
の
押
し
下
げ
要

因
と
な
っ
た
。
金
融
市
場
の
不
安

定
な
動
き
に
対
す
る
懸
念
は
和

ら
ぎ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
受
注
機

会
の
損
失
や
人
件
費
上
昇
な
ど

人
手
不
足
の
影
響
拡
大
、
消
費
低

迷
の
長
期
化
、
新
興
国
経
済
の
減

速
な
ど
か
ら
、
中
小
企
業
の
マ
イ

ン
ド
は
依
然
と
し
て
鈍
く
、
横
ば

い
圏
内
の
動
き
が
続
い
て
い
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行

き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
３
．
８

（
今
月
比
▲
１
．
０
ポ
イ
ン
ト
）

と
悪
化
を
見
込
む
も
の
の
、「
好

転
」
か
ら
「
不
変
」
へ
の
変
化
が

主
因
で
あ
り
、
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば

い
。
公
共
工
事
の
早
期
執
行
や
設

備
投
資
の
持
ち
直
し
、
夏
の
賞
与

に
伴
う
個
人
消
費
の
伸
び
へ
の

期
待
感
が
伺
え
る
。
一
方
で
、
熊

本
地
震
の
影
響
や
円
高
進
行
に

よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
鈍

化
な
ど
消
費
の
一
段
の
悪
化
、
慢

性
的
な
人
手
不
足
や
価
格
転
嫁

の
遅
れ
な
ど
へ
の
懸
念
が
企
業

の
マ
イ
ン
ド
を
鈍
ら
せ
て
お
り
、

中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
先
行
き

へ
の
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
い

な
い
。

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。

【
建
設
業
】「
年
度
が
替
わ
り
、

手
持
ち
工
事
の
な
い
企
業
が
増

え
て
い
る
。
公
共
工
事
の
早
期
発

注
に
期
待
し
て
い
る
」（
一
般
工

事
業
）
、
「
熊
本
地
震
か
ら
の
復

旧
工
事
で
は
、
業
界
の
慢
性
的
な

人
手
不
足
の
影
響
が
大
き
く
、
年

内
に
ど
の
程
度
復
旧
で
き
る
か

の
見
通
し
は
立
た
な
い
。
ま
た
復

旧
が
本
格
化
す
れ
ば
、
資
材
価
格

の
上
昇
も
懸
念
さ
れ
る
」（
建
築

工
事
業
）
、
「
賃
貸
物
件
を
建
て

直
し
、
新
た
な
店
子
に
貸
し
出
す

な
ど
、
業
務
が
拡
大
し
て
い
る
。

今
年
は
、
新
し
く
事
務
所
を
取
得

す
る
予
定
で
あ
る
」（
建
築
工
事

業
）

【
製
造
業
】「
新
店
舗
の
開
店
や

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
宣
伝
効
果

に
よ
っ
て
、
売
上
は
好
調
が
続
い

て
い
る
。
弁
当
工
場
を
新
設
す
る

準
備
も
進
め
て
お
り
、
製
造
部
門

の
人
材
確
保
や
、
販
路
の
開
拓
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
」（
食
料
品

製
造
業
）
、
「
部
品
の
半
導
体
の

仕
入
先
が
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
。
５
月
ま
で
は
在
庫
の
納
入
を

受
け
て
い
た
が
、
６
月
以
降
は
供

給
が
止
ま
る
。
代
替
の
仕
入
先
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
電
子
応
用
装
置
）、「
熊
本
地
震

の
影
響
に
よ
り
、
納
入
先
で
あ
る

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
製
造
ラ
イ
ン

が
休
止
し
、
生
産
量
が
減
少
し
た
。

し
か
し
、
来
月
に
は
回
復
す
る
見

通
し
」
（
自
動
車
・
附
属
品
製
造

業
）

【
卸
売
業
】
「
地
方
ス
ー
パ
ー
で

の
衣
料
品
売
上
が
減
少
し
て
い

る
。
早
く
も
夏
物
衣
料
の
値
引
き

セ
ー
ル
を
始
め
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
当
社
の
採
算
へ
の
影
響
を
懸

念
し
て
い
る
」
（
繊
維
品
卸
売

業
）、「
仕
入
価
格
の
上
昇
分
を
販

売
価
格
に
転
嫁
し
、
粗
利
益
率
が

０
．
３
％
増
加
し
た
。
ま
た
、
地

場
産
品
に
よ
る
新
商
品
を
開
発
し

た
と
こ
ろ
、
好
評
を
得
て
い
る
」

（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
熊
本
地
震
以
降
、
個

人
消
費
は
更
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
来
店
者
数
は
減
少
し
、
売
上
、

採
算
と
も
に
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
」
（
百
貨
店
）
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
客
数
は
、
イ
ベ
ン
ト

や
新
規
開
店
し
た
店
舗
の
集
客
効

果
も
あ
り
、
順
調
。
商
店
街
全
体

の
売
上
高
も
前
年
実
績
を
超
え

た
」（
商
店
街
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
「
大
型
連
休
中

は
、
例
年
よ
り
客
数
が
少
な
か
っ

た
。
連
休
明
け
も
客
数
は
伸
び

ず
、
売
上
は
減
少
し
た
。
ま
た
、

食
材
の
仕
入
価
格
が
上
昇
し
、
採

算
も
悪
い
」（
レ
ス
ト
ラ
ン
業
）、

「
客
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

こ
と
も
あ
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
の
宿
泊
者
数
は
こ

こ
数
年
で
は
最
高
と
な
っ
た
」

（
旅
館
業
）
、
「
熊
本
地
震
に
よ

り
観
光
客
が
減
少
し
、
売
上
、
採

算
と
も
に
悪
化
し
た
。
し
ば
ら
く

は
こ
の
状
態
が
続
く
と
見
て
い

る
」（
旅
行
業
）

全国・産業別業況ＤＩの推移

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ


